
ＯＭソーラーを地域で考える・第 2回・東北圏  

 

 

OM ソーラーを地域で考える              OM研究所 野沢正光   

OM 研究所では新たな２００３年度の事業のひとつとして、「永田塾」の復活を目指して「OM ソーラ 

ーを地域で考える」という企画を実行しています。 「永田塾 」がそうであったように、地域の建築家と 

OM ソーラー協会会員工務店担当者が互いの仕事を確かめ合って、「建築」と「OM」の両方を考え、 

語 り合 う場を設けることが大切だと考えています。 

その第２回目として、OM ソーラー協会古参の会員工務店である樽川技建株式会社 （本社 ・郡山市 ） 

のご協力の下に「ＯＭソーラーを地域で考える・第二回・東北圏」の開催にこぎつけました。  

また今回の見学先は、ＪＩＡ東北支部主催の２００３年度サマーセミナー「エコロジカル アーキテクチ

ャー」 と連携した設定ですから、“ＯＭの討論・交流会”および“JIA サマーセミナー”の両方への参加と

併せて検討していただくことができます。 この機会に両方欲張って参加されると収穫も倍増です。 

今回の開催場所である福島県双葉郡川内村には、建設中の川内村統合小学校 （ＯＭ工 事 ・田 中  

建 設 工業 （株 ））  の他、建築家・山下和正氏がご自身の週末住宅として設計された ＯＭソーラーの家   

“亜鉛閣” （ＯＭ工事 ・樽川技建 （株 ））があります。 山下氏と田中建設工業（株）、樽川技建 (株 )ニ社の 

ご尽力により、この二つの建物の見学が実現します。  

見学後は場所を土志工房＊へ移して、山下氏から“亜鉛閣 ”で実現されたＯＭを含めたエコハウス 

についての見解を話していただきます。 その話をきっかけとして、「建築」と「ＯＭ」両面から東北圏な 

らではの捉え方について存分に意見交換していただきたいと考えています。  

地域の建築家および OM ソーラー協会会員工務店のみなさまの、積極的な忌憚のない意見交換  

の場として、この「ＯＭソーラーを地域で考える」会に参加してくださることを期待しています。  

なお、この「OM ソーラーを地域で考える」はシリーズとして、各地で開くことを予定しています。 

（＊土志工房は川内村にある陶芸家 ・志賀敏広氏の仕事場兼住居 ・移築改修中の古民家 ） 
 

□ □ □ □ □  

 

日 時 ： ２００３年７月２５日（金曜日） 10：30～17：00 *オプション７月２６日 （土 ）、２７日 （日 ） 

会  場 ： 建物見学先および討論・交流会会場（福島県双葉郡川内村／詳細は別紙参照） 

参加 費 ： 一人  ５０００円 （２５日および２６日午前オプション①まで／宿泊料別途） ／現地集合 ・現地解散  

申込 先 ： OM 研究所 事務局  

申込締切： ２００３年７月１1 日（金）  

日 程 ：  

７月２５日（金） １０：１５̃  川内村統合小学校集合・受付  １０：３０～１１：３０ 見学  

    １２：００̃１３：００ 亜鉛閣見学  

１３：３０̃１４：３０ 昼食（土志工房 ）  
１４：３０̃１７：００ 討論・交流会 「建築」と「OM」の話 （土志工房 ）  
       解散／宿泊者は三春町へ移動  

               ☆宿泊先 ：三春町 ・田園生活館 （夕食 ・朝食付き １００００円 ）  

７月２６日（土） ９：００～１１：００ 見学／三春ダム資料館、三春交流館「まほら」・オプション①  

１３：００～１６：３０ ※J IA 東北支部サマーセミナーⅠ（奥村昭雄氏講演他）・オプション②  

７月２７日（日） ９：００～１２：００ セミナーⅡ／なのはな保育園・西袋中学校他・オプション③  

 

（ご注意 ）※J IA 東北支部サマーセミナーⅠ、Ⅱ の申込み・問合せは J IA 東北支部へお願いします。 

 

OM 研究所 〒171-0031 東京都豊島区目白 3-8-6  tel: ０３－３９５２－９８６１ fax: ０３－３９５２－９８６２ 

         Webサイト ： http://www.passivedesign.com  e-mail info@passivedesign.com 
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主催：ＯＭ研究所 連携：ＪＩＡ東北支部 



 

（見学当日の集合案内） 

第一日目／7 月 25 日（金）／２件の見学 

集合時刻  １０：１５（見学者受付開始） １０：３０分より見学開始 

集合場所  川内村統合小学校入口付近（建設中ですので当日目印を用意します）  

＊建設中の現場なので、関係者の案内に従ってまとまって見学します。 集合時刻に遅刻しないようにお願いします。 

＊遅れる方は、次の見学先“亜鉛閣”から参加をしてください。 “亜鉛閣”の見学開始は １２：００ です。 

＊昼食開始時刻が 13：３０ とたいへん遅くなりますし、暑い季節なので体力を消耗することが考えられますので、 

各自事前に充分に体力の備えをお願いいたします。水分の補給も必要ですからこちらも各自十分にご用意ください。 

＊福島県双葉郡川内村については、http://www.vill.kawauchi.fukushima.jp/kawauchi.htm 参照 

＊当日連絡先：OM研究所携帯電話番号 ０９０－８３１２－５８３７（圏外の場所が多くつながり難いことをご了承ください） 

 

第二日目／7月 26 日（土）／オプション① 

 

集合時刻  ９：００ 

集合場所  三春ダム資料館入口 

見学場所  ①三春ダム資料館（9:00～9:30） 

        ②三春交流館「まほら」（10:00～11:00） 

（建物解説は野沢正光氏／解散後、各自昼食を取り、JIA 東北支部夏季セミナーへ） 

 

＊見学する三春町営施設は大高建築設計事務所の設計によるものです。大高建築設計事務所および大高正人氏に 

ついては、 http://www.horae.dti.ne.jp/~pau/index.html を参照してください。 

OM 研究所所長・野沢正光（1969～74 年大高建築設計事務所在籍）、同副所長・武山倫（1983～88 年在籍）の師である 

大高正人氏は三春町の出身で、1983 年からはじまった三春町学校建築プロジェクトチームによる「学校建築研究会」 

を組織されました。学校建築、学校教育の専門家集団、町教育委員会、町長部局、学校で編成されたこのプロジェクト 

チームが基本構想、基本設計の検討を重ねながら、さらに住民参加の新しい学校づくりへと発展させ、現在の三春町 

のすばらしい学校群を誕生させました。 

    「学校建築研究会」メンバー（所属は 1983 年発足当時／敬称略） 

     大高正人（大高建築設計事務所）、渡辺定夫（東京大学工学部都市工学科）、山下和正（東京工業大学工学部建築学科） 

     鈴木 恂（早稲田大学理工学部建築学科）、香山壽夫（東京大学工学部建築学科）、長澤悟（東京大学工学部建築学科） 

     加藤幸次（国立教育研究所第四研究部第二研究室長）、柏木健三郎（文教施設協会専務理事）、 

三春町教育委員会、三春町立小中学校、三春町都市整備課、同建設課、同企画室、文部省施設助成課、 

同指導課職員、福島県教育委員会、同県中教育事務所 

一番バッターとして町立岩江小学校を設計されたのが、山下和正氏です。 

☆この三春町の学校づくりの詳細は「学校づくりの軌跡－福島県三春町の挑戦－」をお読みください。 

（発行 ボイックス（株）tel:03-3869-5321 定価 2500 円・税込） 

＊残念ながら、今回はこれらの学校群の見学をいたしませんが、機会があればどうぞお訪ねください。 

三春の学校案内サイト http://www.miharu-e.co.jp/scool/index.html 

エコ・キャンパス・フォーラムサイト http://www.gakko.org/eco/eco_cam_1_f1.htm 

＊田村郡三春町のサイト   http://www.vill.kawauchi.fukushima.jp/kawauchi.htm 
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（別紙案内その２）  

 

 

 

第二日目／7月 26 日（土）／ＪＩＡ東北支部２０03 年度サマーセミナー／オプション② 

 

受付開始  １２：００～ 

開催場所  福島県男女共生センター（二本松市・設計／槇文彦・槇総合計画事務所） 

基調講演  １３：１０～１４：１５  奥村昭雄氏（木曽三岳奥村設計所主宰） 

パネルディスカッション  １４：３０～１７：００  

コーディネーター 野沢正光氏（建築科・ＪＩＡ環境部会長・JIA 環境行動委員・野沢正光建築工房） 

パネリスト      増田一眞氏（建築構造家・架構学、伝統木構の研究・増田建築構造事務所） 

小野一男氏（林業家） 

佐川広興氏（協和木材（株）代表取締役） 

会場移動  １６：２０～５０ あだたら高原富士急ホテル（福島県二本松市奥岳温泉） 

デザイントークⅠ  １７：００～１９：００ 

夕食         １９：００～２０：００ 

デザイントークⅡ  ２０：００～２２：００ 

        

 

 

第三日目／7月 27 日（日）／オプション③ 

 

セッション_５ レクチャー ９：００～１２：００ 

 

二本松市・須賀川市の環境を重視した建築物のレクチャーを受け、視察・ワークショップを行なう。 

須賀川市立西袋中学校体育館  講師：常松久義氏（製材業・（株）ツネマツ） 

なのはな保育園            講師：嶋影健一氏（建築家・ＪＩＡ福島会長） 

   他 

 

 

☆上記 2日間の催物については、問合せ・申込はＪＩＡ東北支部へお願いいたします。 

 

ＪＩＡ東北支部事務局 〒980－0802 仙台市青葉区二日町１７－２１ 北四ビル 

ＴＥＬ：０２２－２２５－１１２０ ＦＡＸ：０２２－２１３－２０７７ 

E-Mail：jia-tohoku@md.neweb.ne.jp 
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(福島県内の OM ソーラーシステム導入物件 )  
 

＊福島県内には OM ソーラーシステムを導入した施設物件が数多く建てられています。  

北海道・東北圏でもその数は抜きん出ています（福島 32 件／北海道 3、青森 3、岩手 8、  

宮城 18、秋田 2、山形 4）。  

福島県全体がいかにエコロジー建築に関心が深く、実践が迅速であるかを物語っています。  

それは 1994 年竣工の原瀬小学校校舎（二本松市）からはじまりました。  

町村別にご紹介します。 （カッコ内は竣工年・ＯＭ工事をした会員工務店略称）  
 

 二本松市：原瀬小学校校舎（94・樽）、同屋内運動場（94・樽）、福島介護福祉専門学校（95・樽）、はらせ幼稚園（96・樽）、 

二本松市デイサービスセンター（97・樽）、石井小学校校舎（00・樽）、同屋内運動場（01・樽） 

 伊達郡  ：諏訪野ピロス（95・樽）、山木屋小学校校舎（96・樽）、同教育交流センター（96・樽）、同屋内運動場(96・樽)、川俣町 

保健センター（97・樽）、月舘町保健福祉センター（98・樽）、寺島建設（株）社屋（01・寺）、桑折町地域交流センター（02・樽） 

 福島市  ：茂庭小学校校舎（96・樽）、吾妻支所・吾妻学習センター（99・樽） 

 会津若松市：片柳町デイサービスセンター（96・東）、南花畑デイサービスセンター（98・東） 

 いわき市：三和地域総合施設（97・い）、いわき市立四倉第二幼稚園（00・い）、福島工業高等専門学校（02・樽） 

 西白河郡：東村中学校校舎（97・近）、那須甲子少年自然の家自然環境学習棟（00・近） 

 双葉郡  ：浪江総合保育所（00・樽）、川内村統合小学校校舎（03予定・田）、楢葉町特別養護老人ホーム（03予定・未） 

 石川郡  ：高蔵内ホテル（00・近） 

 郡山市  ：太田湖南ケアハウス（01・樽）、郡山市立安積第二小学校屋内運動場（02・樽） 

 相馬市  ：相馬市東部公民館（02・樽） 

 須賀川市：なのはな保育園（03・樽） 

 

◇そして、これらの OMに関連した施工を下記の OMソーラー協会会員工務店が行っています。 

福島県内会員工務店（社名／所在地／略称／自社 URL）  

  樽川技建（株）／郡山市、福島市／樽／http://homepage1.nifty.com/TARUKAWA/  

いわき建設センター事業協同組合／いわき市／い／http://homepage2.nifty.com/iwakiom/ 

  （株）近藤工務店／西白河郡／近  

田中建設工業（株）／双葉郡／田／http://www.ta-na-ka.co.jp/  

東洋建設工業（株）／会津若松市／東／http://www.toyo-aizu.co.jp/  

寺島建設（有）／伊達郡／寺 

☆会社プロフィル： OM ソーラー協会 web サイト ht tp ://www.omso l a r . co . jp/m/n000 . sh tm l 参照  

◇これらの施設建築の実現には、OM計画（株）の適切なコンサルティングが活かされています。 

OM計画（株）の webサイト http://www.omplan.co. jp で、東北圏はもちろんのこと 

全国の施設物件リストの参照をお薦めします。 

 

 

＊「OM ソーラーを地域で考える」第１回・中部圏は、2003 年 1 月 31 日～2月 1 日に開催しました。 

その報告および今回見学予定の“亜鉛閣”について、 

OM 研究所ホームページ http://www.passivedesign.com に掲載しています。 

・最初のページから 《OM FORUM web》サイトへ移動 

・OM フォーラム会員の方はそのまま FORUMサイトで、会員登録されていない方は次のユーザー名と 

パスワードを使用して FORUMサイトへ入ってください。 

   ユーザー名＝forum08  パスワード＝kan0308M  （8 月末まで有効、大小文字の区別あり） 

・第 1 回・中部圏については、《設計事務所と会員工務店交流会》サイトの報告を、また“亜鉛閣”については 

《OM フォーラム》サイトの連載・シリーズ『OMの家』を参照してください。 
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OM ソーラーを地域で考える・第二回・東北圏（7/25̃26） 参加申込書 

 

７／２５（金） 見学および討論・交流会 ＋ ７／２６（土） 見学 についての参加申込書です。 

参加ご希望の方は必要事項をご記入の上 FAX または同内容を e-mailにてお申し込み下さい。  

申込書送付先： OM 研究所 事務局 FAX ０３－３９５２－９８６２    

e-mail info@passivedesign.com 

 

               ☆参加申込書を受領後、 “申込受付確認書” をお送りします。 

〆切：7 月１１日 

 

 

 

代表者氏名                    参加人数          人   設計事務所・会員工務店 ○をおつけ下さい 

連絡先名                                                               

   住所                                                              

連絡先 TEL                            FAX                                

 

☆宿泊希望および参加オプションコースに○をおつけ下さい 

     

宿泊希望（三春町・田園生活館）      有 （男性    人、女性    人）  ・    無      

（宿泊費 お一人１０,０００円／夕食・朝食付き） 

 

 

参加オプション    ①7/26 見学  ・  ② ※J IA 東北支部サマーセミナーⅠ  ・  ③ ※セミナーⅡ    

                         

（ご注意）※JIA 東北支部サマーセミナーⅠ、③※セミナーⅡについては、この申込書では参加の有無の確認のみです。 

正式な参加申込み・問い合わせは JIA 東北支部へお願いします。 

ＪＩＡ東北支部事務局   〒980－0802 仙台市青葉区二日町１７－２１ 北四ビル 

ＴＥＬ：０２２－２２５－１１２０ ＦＡＸ：０２２－２１３－２０７７ 

e-Mail：jia-tohoku@md.neweb.ne.jp 
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